
「平成２８年熊本地震」における

国立病院機構の支援活動について（第31報：6月23日16時）

＜※ 第３０報からの変更箇所に下線を引いています。＞

平成２８年４月１４日（木）に発生した「平成２８年熊本地震」における

国立病院機構の支援活動について、平成２８年６月２３日（木）１６：００

時点の状況は以下のとおりです。（詳細は別添のとおり）

国立病院機構は、引き続き支援活動に取り組んでまいります。

１．DMAT・DPAT（※）活動状況

１チームのDPATの約５名の医師、看護師等が活動中。（のべ７４チー

ム、約３７０名が活動）

（※）DMAT： 大地震及び航空機・列車事故等の災害時に被災者の生命を守るため、被災

地に迅速に駆けつけ、救急治療を行うための専門的な訓練を受けた医療チー

ム

DPAT： 被災地域に入り、精神科医療及び精神保健活動の支援を行うための専門的

な精神医療チーム

２．医療班の派遣

避難所において医療支援等を行う医療班をのべ２５チーム（計１２５

名）、４月１５日より被災地に派遣。

３．医師会・都道府県等からの依頼による派遣

医師会・都道府県等からの依頼に基づき、下記の施設から医療従事者を

派遣しています。

国立病院機構本部総務部広報文書課

須賀、安田（直通）03-5712-5062



４．本部・グループの主な動き

4月14日

21：41 機構本部に災害対策本部設置

熊本医療センターに現地対策本部設置

23：00 初動医療班へ待機指示

4月15日

3：52 初動医療班派遣

12：00 第１回災害対策本部

初動医療班等の状況確認・追加派遣の決定

18：00 第２回災害対策本部

状況確認・支援活動の調整

4月16日

13：00 第３回災害対策本部

大牟田病院に後方支援拠点設置を決定

大分医療センターに現地対策本部設置を決定

熊本医療センター、大牟田病院、大分医療センターへ現地対策本部、後方

支援拠点運営支援のためのスタッフ派遣を決定

水・食品等の物資搬送を決定

20：30 四国こどもとおとな医療センターより水、食料等の物資搬送を開始

4月17日

10：00～ 中国四国グループの３施設（東広島医療センター、関門医療センター、岩国医

療センター）から水、食料等の物資を搬送

13：00 第４回災害対策本部

医療班の現地での移動手段確保について決定

厚生労働省からの患者受入の協力要請に対して受諾を決定

理事長より全病院に対する協力要請発出を決定

4月18日

9：00 浜田医療センターより、物資を搬送

10：00 第５回災害対策本部

医療班等のコンピュータ端末の手配について決定

政府等の動きについて各グループ・病院への情報共有を決定

震災を受けて通常業務の取扱いについて精査を決定

4月19日

10：00 第６回災害対策本部

九州グループ職員参加（ＴＶ電話）の上、会議を開催

九州グループから支援活動の状況・現地の周辺状況を報告

報告を受けて、医療班を今後も編成していくことについて確認

医療班の数については現地の状況や熊本県の会合を踏まえて決定していく

方針を確認

熊本・大分の現地対策本部、大牟田の後方支援拠点について、応援の人員

を調整



熊本医療センター、熊本再春荘病院に対する他施設からの看護師、事務、薬

剤等の応援の調整

日本小児アレルギー学会の協力要請を受諾することを決定

4月20日

10：00 第７回災害対策本部（九州グループ職員参加（ＴＶ電話）の上、会議を開催）

熊本県知事からの依頼を受けた医療班の追加派遣について調整及び決定

医療班の宿泊先の確保・調整状況の確認（当面、九州グループでの確保）

大牟田病院後方支援拠点の物資の在庫状況から、追加搬送等の依頼を決定

建物等の状況確認のため、熊本に加えて大分にも営繕職員の派遣を決定

日本小児アレルギー学会への協力方法について確認

4月21日

10：00 第８回災害対策本部（九州グループ職員参加（ＴＶ電話）の上、会議を開催）

今後の本部職員の派遣計画について決定

今後の物資搬入について、九州グループからの状況報告を受けて、被災病院

の需要の変化に応じて大牟田後方支援拠点の備蓄の規模・体制を柔軟に見直

していく方針を決定

菊池病院の重心病棟の損壊を受けた対応について今後の調整方針を決定

ＤＭＡＴが今後体制を縮小していく中で医療班の活動については、現地の医療

需要や国や県の要請などの状況を注視して適切に対応していく旨、認識を共有

震災から一週間の区切りで、状況をまとめ情報発信を行う旨決定

11：00 呉医療センターより物資を搬送

4月22日

10：00 第９回災害対策本部（九州グループ職員参加の上開催）

16：00 第10回災害対策本部（九州グループ、熊本現地対策本部職員参加の上開催）

今後の本部職員の派遣計画について修正の上決定

今後の物資搬入について、九州グループ・現地対策本部からの報告を受けて、

現地の需要に応じて大牟田後方支援拠点の体制を見直すとともに、医療班の物

資調達方法も見直すことを決定

現地対策本部からの報告を受けて、今後の医療班の派遣数については、県・市

と調整の上見直していく方針を決定

１週間経過時点でのプレスリリース内容を決定

4月25日

10：00 第11回災害対策本部（九州グループ、熊本現地対策本部職員参加の上開催）

熊本現地対策本部から各地区での業務概要について報告

熊本現地対策本部からの要請で、エコノミー症候群の対応のため医療班にサポ

ーター（弾性ストッキング）を手配する旨決定

１週間経過して、余震等の影響から施設の損壊が広がっている可能性がある旨

の報告を受け、営繕チームによる再度の点検を行う方針を決定

4月26日

10：00 第12回災害対策本部（九州グループ、熊本現地対策本部職員参加の上開催）

現地のニーズを踏まえた上で、大牟田後方支援拠点の機能を熊本現地対策本

部に移転することを決定



医療班の今後の編成について、熊本現地対策本部より、現地の医療需要が変

化している旨の報告を受け、今後派遣する医療班の構成や班数について17時

から再度調整することとなった。

17：00 第13回災害対策本部（九州グループ、熊本現地対策本部職員参加の上開催）

今後の医療班の派遣数については、現状３班体制を基本としているところ、4月2

9日以降は、現地の需要を踏まえて1班を基本とすること、現地の状況に変化が

あった場合の緊急対応は九州グループで行うことを決定

4月27日

10：00 第14回災害対策本部（九州グループ、熊本現地対策本部職員参加の上開催）

今後のＤＭＡＴ、ＤＰＡＴ、医療班の縮小を踏まえて、ＪＭＡＴや県知事会からの派

遣要請に応じている施設についても、広報の内容に含めることを決定

緊急対応の際の医療班は、本部決定をまたず、九州グループの判断で派遣を

行うことについて確認

4月28日

10：00 第15回災害対策本部（九州グループ、熊本現地対策本部職員参加の上開催）

連休中の本部の体制について決定

5月 2日

10：00 第16回災害対策本部（九州グループ、熊本現地対策本部職員参加の上開催）

現地の状況を踏まえ、医療班等の体制は現状のまま維持することを決定

菊池病院の損壊について状況把握のために職員を派遣することを決定

5月6日

10：00 第17回災害対策本部（九州グループ、熊本現地対策本部職員参加の上開催）

自治体等からの要請を踏まえ医療班の派遣は5月10日までとすることを決定。た

だし、都道府県、医師会等からの要請については、個別で対応をし職員派遣等

行っていく旨を確認

現地対策本部は当分の間、引き続き熊本と大分に維持するものの人員等の体

制については見直しを行い、現地の状況に応じて対応していくことを決定

5月9日

10：00 第18回災害対策本部（九州グループ、熊本現地対策本部職員参加の上開催）

現地の状況などを確認

今後の災害対策本部の開催方針について明日決定することを確認

5月10日

10：00 第19回災害対策本部（九州グループ、熊本現地対策本部職員参加の上開催）

災害対策本部は継続するものの、本部・九州グループ・現地対策本部合同開催の

形は本日をもって一区切りとする旨を決定

熊本地震対応の本部・グループ・現地の窓口や連絡方法について、改めて確認し

周知することを決定

被災病院の復旧、震災対策の今後のあり方については、本部内で決定し、役員

会等に諮り速やかに対応することを決定



（ 別　添 ）

　※平成28年6月23日16時時点

１．ＤＭＡＴ、ＤＰＡＴ活動状況

◆ＤＭＡＴ、ＤＰＡＴ本部活動

◆熊本県へのＤＭＡＴ、ＤＰＡＴ支援状況

場　所 チーム数 DMATまたはDPAT名

大津町、菊池市
菊陽町、合志市

１チーム ・佐賀県DPAT８（肥前精神医療センター）


